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　４月に「地域おこし協力隊」に任命された鶴田さんは、兵
庫県西宮市出身。重要伝統的建造物群保存地区である嘉右
衛門町の活性化や街並みの保存を目指し、日々奮闘中です。

まち全体の活性化に携わりたい
学生時代に、伝建地区を研究したことがきっかけで古

い街並みに興味を持ちました。卒業後は住宅メーカーで
リフォーム関係の仕事をしていましたが、個人の住環境
だけでなく、まち全体の活性化に携わりたいと考え、こ
の地域おこし協力隊に応募しました。現在は、伝建地区
の中にある江戸時代に建てられた町屋で生活しながら、
周辺の地域住民の方たちとコミュニティを築いていると
ころです。縁もゆかりもないところから急にやってきた

「よそ者」の私を、皆さん快く受け入れてくれて、「慣れ
たかい？」と声をかけてくれたり、おすそ分けをしてく
れたり、お囃子の会に呼んでくれたりと、本当によくし
ていただいています。地域おこし協力隊として来た目的
である、街並みの保存や地域の活性化には地域の方々の
協力が不可欠なので、まずはコミュニケーションをとっ
て信頼関係を築くことから始めています。

街並みへの愛着が古い建物を残す
　古い建物は長年空き家のままだったり、手入れがされ
ていないとすぐにだめになってしまいます。きちんと人
が住んで手入れをしていれば、災害にも耐えてしっかり
残るんです。でもそれは本当に奇跡的なことで、古い街
並みを維持するにはそこに人が住み続けることと愛着を
持って生活することが大切なんです。だからこそ、地元
の人にはそれを認識してもらいたいと思いますし、常に
人の行き交う場所であってほしいと考えています。

「よそ者」だからこその新しい視点で
　街並みの保存や地域の活性化は一時的な活動だけでは
成り立ちません。大きなイベントを企画することも活性
化のひとつだとは思いますが、私の役目は、地味でも実
現可能で継続性のある活動の提案だと思っています。「よ
そ者」だからこその新しい視点で切り込んでいきたいと
思っています。ただ、私の一方的な押しつけでは継続で
きませんので、地域の方と協力しながら提案をしていき
たいです。 また、現在活動している中で、まちづくり
の会議に参加しているのは男性がほとんど、という印象
です。関西の女性はもっとガツガツ自分の意見を言うの
で（笑）、栃木の女性は控えめなのかな？と思います。
これからは女性も引っぱり出してどんどん意見をもらい
たいですね。 本格的な活動はまだまだこれからですが、
皆さんと協力しながら活動していければ、と思います。

栃木市地域おこし協力隊
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相談は無料で秘密は厳守します。気軽にどうぞ。
市内の方であれば、どの窓口でも相談できます。相談業務の案内

相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約 )
（弁護士が法的な見解等を助
言 )

7月 14日（金）、28日（金）
8月 10日（木）、25日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

7 月 20日 ( 木 )
10 時～ 12時

大平隣保館 2階相談室 /☎(43)6611
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-46-7830

8 月 22日（火）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

8 月 22日（火）
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

7 月 25日（火）
10時～ 12時

西方総合支所 1 階 会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

8 月 17日（木）
10時～ 12時

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○法律相談 ( 事前に要予約 )
※栃木市社会福祉協議会主催

7月4日 (火 )、18日 (火 )
9 時～ 12時

大平地域福祉センター ふるさとふれ
あい館 /社会福祉協議会大平支所
☎ (43)0294

〇宅地建物相談 ( 事前に要予約 )
( 土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談 )

7月 21日（金）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○市民相談
(日常生活の問題など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

○消費生活相談 ( 商品やサー
ビスなど消費生活全般の相談 )

月～金曜日
9時～ 16時

入舟庁舎 /
消費生活センター☎ (23)8899

○合同相談
(行政相談・人権相談 )

　※県民移動相談も同時開設

7月11日（火）※25日（火）
10時～ 12時

本庁舎 2 階 市民相談室 /
市民生活課☎ (21)2122

7 月 20日 ( 木 )　※
10時～ 12時

大平総合支所 1 階 相談室 /
大平市民生活課☎ (43)9211

8 月 9日（水）
10時～ 12時

藤岡公民館 1 階 研修室 /
藤岡市民生活課☎ (62)0905

8 月 22日（火）　
10時～ 12時

都賀総合支所 別館 2階 大会議室 /
都賀市民生活課☎ (29)1124

7 月 25日 ( 火 )
13時 30分～15時 30分

西方総合支所 1 階 会議室 /
西方市民生活課☎ (92)0308

8 月 17日（木）※
13時 30分～15時 30分

岩舟総合支所 1 階 相談室 /
岩舟市民生活課☎ (55)7763

○人権相談 月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

大平隣保館☎ (43)6611
ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-46-7830
厚生センター☎ (24)2444
人権・男女共同参画課☎ (21)2161

○いじめ相談電話
月～金曜日 9時～ 17時
※土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外
は留守番電話 ･FAX

本庁舎 /
青少年育成センター☎ (24)0667
FAX(21)2690

○青少年相談
(非行問題・不登校など )

月～金曜日
9時～ 17時

本庁舎 /青少年育成センター
☎ (23)6566　FAX(21)2690

○家庭児童相談 (0 ～ 17 歳の
子どもとその家族 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 / 家庭児童相談室 ( 子育て支
援課内 )　☎ (21)2227

○ドメスティック・バイオレン
ス相談 (配偶者等からの暴力 )

月～金曜日
9時～ 16時

本庁舎 /
子育て支援課☎ (21)2229

○障がい児者相談
(福祉サービスの利用・障がい
を理由とする差別・合理的配
慮及び虐待防止に関する相談 )

月～金曜日
8時 30分～ 17時 15分

本庁舎 /
障がい児者相談支援センター (障がい
福祉課内 ) ☎ (21)2235、(21)2236、
(21)2208
FAX(21)2682

○就労支援相談 ( 事前に要予
約 )
(40 歳未満の就労相談 )

第1・3月曜日13時～21時
第1・3土曜日17時～21時
( ※祝日を除く )

栃木勤労青少年ホーム☎ (22)3113

第2・4月曜日13時～21時
第1・3土曜日13時～16時
( ※祝日を除く )

大平勤労青少年ホーム☎ (43)5191
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